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決算短信等及び有価証券報告書等の訂正等に関するお知らせ 

 

 

  当社は、平成28年２月12日の「第91期第３四半期報告書（自平成27年10月１日 至平成27年12月31

日）提出期限延長申請に係る承認および平成28年３月期第３四半期決算発表予定のお知らせ」により

お知らせしましたとおり、決算訂正作業等を終了して、本日付にて第91期（平成28年３月期）第３四

半期決算短信及び訂正後の決算短信等を提出いたしましたので、お知らせいたします。また、提出期

限延長の承認を受けました第91期第３四半期報告書及び有価証券報告書等の訂正報告書については、

本日付にて関東財務局長へ提出いたします。 

今回の訂正の概要は、下記のとおりでございます。 

 

記 

 

１．訂正の理由及び経緯 

当社は、平成28年１月27日に当社が退職給付債務の計算を委託している外部の年金数理計算受託会

社（以下「本件受託会社」といいます。）より、本件受託会社の事務過誤に起因して、当社の退職給

付債務の計算結果に、一部誤りがある旨報告を受けました。 

これを受け、当社は、本件受託会社に当社の退職給付債務の再計算を依頼し、平成28年２月10日に

かかる再計算の結果を入手いたしました。かかる再計算の結果によれば、計算誤りは、第90期（平成

27年３月期）第１四半期から、退職給付に関する会計基準の変更に際して本件受託会社における事務

過誤を原因として生じており、同四半期の期首において退職給付債務が約16億円過小に計上されてお

りました。かかる計算誤りには金額的な重要性が認められるため、過去に提出いたしました決算短信

等及び有価証券報告書等に記載されている連結財務諸表及び財務諸表を訂正することといたしまし

た。なお、当該訂正に際しては、上記の退職給付債務に関する訂正に加え、過去において重要性がな

いために訂正を行っていない誤謬についても併せて訂正しております。 

 

２．訂正対象の決算短信等及び有価証券報告書等 

 （１）決算短信等 

    ①平成27年３月期 第１四半期決算短信 （自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日） 

    ②平成27年３月期 第２四半期決算短信 （自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日） 

    ③平成27年３月期 第３四半期決算短信 （自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日） 

    ④平成27年３月期 決算短信      （自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日） 

    ⑤平成28年３月期 第１四半期決算短信 （自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日） 

    ⑥平成28年３月期 第２四半期決算短信 （自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日） 
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（２）有価証券報告書等 

    ①四半期報告書  第90期第１四半期  （自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日） 

    ②四半期報告書  第90期第２四半期  （自 平成26年７月１日 至 平成26年９月30日） 

    ③四半期報告書  第90期第３四半期  （自 平成26年10月１日 至 平成26年12月31日） 

    ④有価証券報告書 第90期       （自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日） 

    ⑤四半期報告書  第91期第１四半期  （自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日） 

    ⑥四半期報告書  第91期第２四半期  （自 平成27年７月１日 至 平成27年９月30日） 

 

３. 訂正による業績への影響額 

今回の訂正による対象期間の連結業績及び個別業績への影響額の概要は、別紙記載のとおりであり

ます。 

 

株主、投資家の皆様をはじめとする関係者の皆様には、多大なご迷惑、ご心配をお掛けいたしまし

たことを心からお詫び申し上げます。 

 

― 以 上 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

(別紙)訂正による連結業績および個別業績への影響 
(単位：百万円)         

    連結 個別 

訂正前 訂正後 影響額 訂正前 訂正後 影響額 

平成 27 年 ３ 月期 売上高 120,889 120,896 7       

第 1 四半期 営業利益 4,602 4,137 △ 465       

経常利益 3,294 2,928 △ 366       

親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

1,630 1,332 △ 298       

総資産 390,427 389,820 △ 607       

純資産 188,621 187,928 △ 693       

平成 27 年３ 月期 売上高 256,292 256,398 106       

第２四半期 営業利益 12,218 11,016 △ 1,202       

経常利益 9,957 8,949 △ 1,008       

親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

5,148 4,513 △ 635       

総資産 410,009 409,214 △ 795       

純資産 199,740 198,678 △ 1,062       

平成 27 年 ３ 月期 売上高 386,675 386,658 △ 17       

第３四半期 営業利益 14,498 13,306 △ 1,192       

経常利益 10,130 8,981 △ 1,149       

親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

4,143 3,471 △ 672       

総資産 433,927 433,293 △ 634       

純資産 211,158 210,038 △ 1,120       

平成 27 年 ３ 月期 売上高 525,274 524,577 △ 697 265,734 265,840 106 

通期 営業利益 18,697 17,062 △ 1,635 8,512 8,349 △ 163 

経常利益 11,959 10,391 △ 1,568 12,831 12,668 △ 163 

親会社株主に帰属する 

当期純利益 

△ 334 △ 1,149 △ 815 9,561 9,376 △ 185 

総資産 417,440 416,769 △ 671 293,722 293,447 △ 275 

純資産 204,723 203,108 △ 1,615 137,221 136,109 △ 1,112 

平成 28 年 ３ 月期 売上高 126,414 127,023 609       

第 1 四半期 営業利益 △ 1,855 △ 1,237 618       

経常利益 △ 2,739 △ 2,071 668       

親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

△ 5,247 △ 4,818 429       

総資産 437,125 436,847 △ 278       

純資産 202,443 201,249 △ 1,194       

平成 28 年 ３ 月期 売上高 264,144 264,757 613       

第２四半期 営業利益 △ 539 122 661       

経常利益 △ 2,335 △ 1,679 656       

親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

△ 74,076 △ 73,604 472       

総資産 357,242 357,501 259       

純資産 129,506 128,348 △ 1,158       

 

 


